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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００８年６月９日

青森県知事　三村申吾　様            

                                     PEACE LAND / 山内雅一
　　　　〒031-0044　青森県八戸市廿六日町　41-2F

　　　　　　　　Tel & Fax  0178-22-3269

   要望および質問

　まずは前回３月２７日にいただいた回答はまったく質問に対する答になっておらず、私たちは県の不誠実さをまたしても強く感じるものであった。このような回答を試験の答として書いたなら点数のつけようがないのではありませんか。

　先月２５日にさまざまな新聞紙面のトップを飾った「核燃料再処理工場直下に活断層か」の記事を読み驚いた事は言う迄もありませんが、その後の青森県や原燃の対応には疑問を抱くばかりです。特に原燃の「地域をいたずらに不安に陥れる内容だ」という反論には呆れてしまいます。私たちにしてみればそのような意見が出たのなら、その意見を出した渡辺教授らと意見交換の場を持ち、共同で徹底した再調査をし、その上でそれが活断層であるかないかをはっきりさせるべきであり、自分たちに都合の悪い情報に対して、常に否定・反論して行くやり方こそが地域住民を不安に陥れるものであります。青森県としてもちゃんとその意見を聞く場を設け公正な議論をし、その後の県民への説明責任を果たすべきではないでしょうか。

　しかも５月１２日に中国四川省で起きた大地震に対し、東京大学の池田安隆準教授が地震予知連絡会に。「中国．四川大地震を起こしたとみられる竜門山断層帯は長期間めだった活動がなく、「死んだ断層」と考えられていた」という旨の報告をしています。これに対し、地震予知連の大竹政和会長は「ショッキングなデータだ。日本も、活動度が低い活断層だからと言って安心していいわけではない」と述べています。

　この事を考えれば、たとえ再処理工場周辺の断層が国や原燃の主張通り「７０万年前以降の地層に変位・変形は認められず、国の耐震指針に基づいて考慮すべき活断層とは認められない」としても地震の可能性は充分にあり得るということではないでしょうか。

　さてもう１点、貴職が国に取り付けた確約書ですが、こんな非常識な行為はありません。何故なら、その高レベル放射性廃物を作る許可を出しているのは、青森県知事である貴職ではないですか。それなのにその危険なゴミを自分のところに置きたくないからと確約書を書かせ、他県へ運び込ませようとしているその無責任さに強い憤りを感じます。こんなことを言うと反対運動をしている方からも反感をかうかもしれませんが、もし貴職が再処理工場の稼動を許可するなら、そこで出てきてしまうゴミである高レベル放射性廃物についても青森県でちゃんと責任を持つべきです。それがいやなら再処理工場の稼動を許可すべきではありません。これは一般的なゴミ問題を考えた場合、至極あたりまえの話です。貴職はご自身の家庭から出たゴミを、よその敷地に投棄するような事はなさらないはずです。

　最後にもう１点、先日関西一円のいくつかの団体が共催し、大阪で開かれた「たべたいねん青森　いらんねん再処理」に参加し、その後の青森県への申し入れにも同行しましたが、このような動きが全国的に広がっています。そんな中、貴職は「攻めの農林水産業」を掲げ、決め手くんなるキャラクターまで登場させ、青森県産品の売り込みに余念がありません。しかし再処理工場が本格稼動してしまったら、買わない決め手が青森県産という産地表示になってしまう事もたぶんに考えられます。

せっかく食料自給率が１２０％という、今の国内ではずば抜けて高い値を保持している日本の食の宝庫である我が青森県です。これを大事にし、人類のエネルギー源としての最重要地点として、また田舎である事の素晴らしさを県民１人１人が自慢できるような県として、行政と県民が一丸となって進んでいく、本当の意味でエコロジカルな県にして行く事を強く強く望みます。青森県は国内においてそれができる数少ない県の中の１つであると確信しています。

　以上の事から
再処理工場本格稼動の安全協定には絶対に調印なさらないで下さい。

　また以下の質問に知事自身の言葉でお答えください。これまでにも何度か質問書を提出し回答を受けとってはいますが、何を質問しても同じく「国が…事業者が…」という事ばかり書かれています。質問の内容を十分にご理解くださり、相手が何を知りたいのかに対して的確な回答をいただけるように切望します。

１　渡辺満久東洋大学教授が発表した「再処理工場直下に活断層」の可　

　　能性がある事に対し、私たちは非常に不安を感じます。

　　ましてや中国四川省で起きた大地震は、死んでいたとされた断層が

　　動いたという報告は非常にショックです。これは青森県でもしっか

　　りと考え、対処しなければいけない問題です。

　　現時点で国や事業者とは別に、青森県として何らかの対応はお考え

　　ですか？

２　貴職が国に対して求めた確約書ですが、私たちは前従の通り非常に　　

　　常識はずれ，かつ無責任な行為としか思えません。自分のところで

　　作ったゴミを他県へ運び出す事に関してはどのようにお考えです

　　か？

　　また高レベル放射性廃物を青森県に半永久的に置く事に対して、何

　　が不安なのですか？具体的にお答えください。

　　青森県民がもうそのゴミは青森県で引き受けるしかないと決断した

　　場合、貴職は県民の意思に従うのですか？

３　再処理工場の本格稼動により、青森県産品の販売実績が下がってし　

　　まった場合、その責任はどこにあり、どのように対処されるのです

　　か？

　　またその事による生産者の減収に対して、どのような処置をとられ

　　るのでしょうか？

　　

以上３点の質問に６月３０日までに文書でお答えください。

くれぐれもコピーして貼付けたような文章で回答する事だけはお止めください。
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